
一般名   

人血清アルブミン  原村劉名  人血渠   原産闇  米国  
出典   

EmergInfectDis  
2008；12：1041－  

1043  

概夢   

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡L  
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT－PCRにより、血兼はH5Nlインフ  
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離  
し、遺伝子配列を決定したところ、A／mailand／NKl開／05aGCeSSionno．  
DQ37259卜8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼ（NA）遺  
伝子について系統遺伝学約分析を行ったところ、HAは2004N5Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005H5Nlと同じアミ  
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。  

含有琶分  有効成分  

／くクス  

人血清アルブミン   

加熱人血紫たん白  

ヘパリンナト  
リウム  

人血清アル  
ブミン  
■プラ碩…‾‾  人血焚  

中国  製造工程   

有効成分  
60321   

米国  2006／07／28  

200¢；12：104ト  

Em訂glnfe¢tDi8  1043  

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザ菅発病し、12月7日に死亡L  

た5繰の少年の血液検体を調べた。RT－PCRにより、血祭はH5Nlインフ  
ルエンザウイルス障性であった。発育期卵培養によりウイルスを分離  
し、遺伝子配列を決定したところ、A／Th扇Iand／NK用ら／050G開＄8ionn0．  
DQ372591－8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼ（NA）漣  
伝子について系統遺伝学的分析を待ったところ、HAは2004N5Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005H5Nlと同じアミ  
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。   
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生物由来席   
分名  

乾燥人血液  
凝固第Ⅶ因  
子阻害物偏  
補正活性複  
合体  

概要   

＿．．＿．．－＿■＿－＿＿＿■＿●■■．－●－－■■■■●■－－●■■■■t■■■l■■－■■■■■●■－■●■■■■■■■■■－■■■■－1■■■■■－■■■■■■■■－■■■■■■■l■－－■－  

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し  
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT－PCRにより、血策（まH5Nlインフ  
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離  
し、遺伝子配列を決定したところ、A／Tha拍nd／NK165／05aocessionn0．  
DQ37259ト8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼ（NA）遺  
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005H5Nlと同じアミ  
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。  

出典   

EmergInfectDis  
2006；12：104卜  

1043  

含有区分  有効成分  原村絹名  人血紫   屏虔首  米国  
一般名   

活性化プロトロンビン横合体  
濃縮製剤  

4   

ター  
盲  
ター  

活性化プロトロンビン複合体  
濃縮製剤  
ルリオクトコケアルファ（遺伝  

子組換え）  

ヘパリンナト  

リウム  
インスリン  
（抗第Ⅷ因  

子モノクロー  
ナル抗体製  
造用）  

ルリオクトコ  
グアルファ  

（遺伝子細  

換え）   

人血清アル  
ブミン  

ブタ腸  ウシ膵臓  
該当なし   

米国  

‾‾   
藩茄宿   

製造工程  

2006／07／28  6032   

百65さ  

ルリオクトコケアルファ（遺伝  

子組換え）  

遺伝子細換  
えチャイ  
ニーズハム  

スター卵巣  
細胞株  

人血莱  

該当なし  

／くクス ター  

有効成分  
2006／07／28  

米国  
添加物  

宥‾  
バクス ター  

ルリオクトコケアルファ（遺伝  

子組換え）  

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し  
た5鏡の少年の血液検体を調べた。RT－PCRにより、血策はH5Nlインフ  
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離  
し、動云手記列を決定したところ、A／¶帽舶nd／NK185／05acce＄8ionno．  
DQ372591－8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼくNA）遺  
伝子について系統遺伝学約分析を行ったところ、HAは2004N5Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005日5Nlと同じアミ  
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。   

2006：12：1041－  EmergInfectDis  1043  
2006／07／28  

／くクス ター  

ルリオクトコケアルファ（遺伝  

子租換え）  

培養補助剤   
（抗第Ⅶ因  

子モノクロー  
ナル抗体製  
造用－1）  

ウシ血液  米国  
製造工程   
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生物由来成  
分名  

アブロチニン   

ウシ胎児血  
清（抗第Ⅶ  

因子モノク  
ローナル抗  
体製造用）  

培養補助剤  
（抗第Ⅷ因  

子モノクロー  

ナル抗体製  
造用－2）  

ウシ血清ア  
ルブミン  

アンチトロン  
ビンⅢ  

一般名   

ルリオクトコケアルファ（遺伝  

子紬換え）  

ルリオクトコケアルファ（遺伝  

子組換え）  

原産虔   

＿ユ●■■  

ジーランド  

オーストラ  

リア  

原材科名  ウシ肺  
含有区分  

ウシ血液  
製造工程  

バクス ター  
ルリオクトコケアルファ（遺伝  

子組換え）  

ウシ肝臓  米国又は  
カナダ  

製造工程  
宥‾  2006／07／28  

バクス  

ター  化学及血  

清療法研  
究所  

ルリオクトコケアルファ（遺伝  

子組換え）  

乾燥濃縮人アンチトロンビン  
Ⅲ  

ウシ血液   

ヒト血液  米国  日本  製造工程  有効成分   米国で医薬品製造用血焚プールの検体においてPCR法によりパルボ  

ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血焚lまヨーロッパと  
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV引こ陽性であった。  

／くルポウイル  

ス  

Eme曙lnfectDi8  

2008：12：15ト154  

JInfectD竜s之006；  

103：1089－1097  ∈肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ  
をNVイと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非  
A－E肝炎患者89例中17例（24．鍋）に検出された。NV一印針性患者85例中  
側例（75．哨）の血清中に杭NVイ抗体が検出された。また免疫蛍光分析  
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV－Fは  
ヒト肝炎に関連する新規の1本鎖DNA断片である。  

ウイルス感染  
日本における巨トポカウイルス（HBoV）検出状況を調査した。2002年10  
月～2003年9月、2005年1月←7月の2シーズンに、小児下敷道感染症  
患者318例から採取した■咽湖スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基  
配列を決定した。318例中18例（5．7射でH80Vが検出され、検出された患  
者の年齢lま7ケ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中していた。  
H80Vは様々な呼吸器感饅症の原田ウイルスになっていると推定され  

た。   

症学会総会・学術 講演会  
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機婁   

カナダ公衆衛生局は最近4例のカナダ人旅行者でテクンケンヤ感染が  

感染症押㌍   

ウイルス感染  

出典   

カナダPubli¢  

Hea托hAg8nCyOf  
Gana血2006年5  
月26日  

原画と思われる疾患を確徒した。これらの患者はレユニオン島などへ旅  
行し、2月から3月の初めに発症した。ヨーロッパでも帰国者による輸入  
例が報告されている。インド洋南西諸島で2005年3月から2006年4月22  
日までの間に公式に報告されたチクングンヤ感染例は3877例である  

が、実際には255000例に達すると思われる。インドでは2005年12月以  
来、チクングンヤウイルスのアウトブレイクが報告され、2008年4月20日  
現在、15332ヰ例に達する。カナダ公衆衛生局は旅行者に対し、故に刺  
されないように等、注意を呼びかけている。  

輸血関連の新しいvCJDl症例が最近診断された。患者は、献血をした  
約20ケ月後にvCJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8  
年でvCJDを発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例日の輸  
血によるvCJD感染例である。  

異型クロイツ  

ブ  

英国保健省  
Press Statement  

2008年2月9日  

ベネシス  
ウロキナーゼ  精製ウロキ  

ナーゼ液  

人尿  
中国  有効成分  

フェルトヤコ 病  

1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液凝周  
囲子との因果関係を嗣べるため、比較対照試験と分子学的HAV検出を  
行った。疫学的調査およびHAVRNA配列検査から、凝固因子Vmの1  
ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになった。  

A型肝炎  EpidemioHnfect  
2006：134：87－93  

／くルポウイル  

ス  

EmerglnfectDk  
2006；12：15卜154  

医楽曲】設】茸用皿深フ■ルのt天l不においてPCH；云lこよりハル不ワイルス  

（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血環はヨーロッパと北アメリカ  
で集められたものである。その縮果、137プール中7例がPARV4およぴ  
PARV引こ陽性であった。   
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感染症拝唱  出典  概要   

■■－－■■－－－－■－●●●■■■■■■－－…■■■●－■■－－－■■■一▲■■■－■一■■■－■■■－■■－－1■－一●■－■1－－－■■－－－－－●■■■■●  

2006年1月11日の血液専門委員会第即回会議で可決されたvCJDに関  
するドイツ連邦保健省血液専門華員会の通達である。まだ使用されて  
いない血液製剤によるvCJDの感染を防止し、感染の可能性のある供  
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。  

異型クロイツ  
Robe托KoGh  

h＄titut／Voten  

desArb8托如eise8  

81ut／Votum33  
フェルトーヤコブ 病  

ウイルス感染  インド洋海域からフランス本土への帰国者の中にチクングンヤ感染者  
が発見された。フランス保健省によるとテクングンヤ熟は治療法もなく、  
ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も人口  
の約20痛t感染している。  

ProMed200¢0225 －08柑  

ヒトにおけるVesivims感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血  
液検査研究所で用98年から1的9年に供血青から集められた血清7栂  

例について検査した。その錆果、抗体陽性率は、健常ドナー群で  
12％074例中朝例）、高ALT値群で21％（350例中73例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で29％（41例中12例）、輸血または透析に関連した  
肝炎患者群で47％（15例中丁例）であった。さらに、RT－PCR試験を実施  
した112血清検体の内11検体（9．8％）が陽性であり、既知のVo＄iv血sと  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にVesiviⅢSに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血痕者もいることを  
示している。  

ウイルス感染  JMedVir012006；  
78：693－701  

蔀碍哀訴両蒔再言扇訂箋盲前脚三日≡ま打誰茶  
肝炎  J］nfectDi＄2006；  

103：1089－1097  E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ  
をNV－Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非  
A－E肝炎患者89例中1丁例（24．¢ち）に検出された。NVイ傾性患者郎例中  
49例（75朋）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また免疫蛍光分析  
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV－Fは  
ヒト肝炎に関連する新規の1本鎖DNA断片である。   
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概算   

1－●■－－－－－－－■■●■－■■■■－－■－■■■一■－■■－■－－－■■－■■－－－■－一－●－－■－－■■－■－－－－●■■■一－■■－－一●■－－■l■■■t■■  

サル泡沫状ウイルス（SFV）は非ヒト霊長動物で蔓延している非病原性  

感染症であるが、唾液を介して伝播すると考えられている。最近ヒトで  
の感染が報告された。SFVが血液を介して伝播するかを嗣べるため、  
SFV陰性アカゲザルに生物学的および遺伝的に異なった＄FVに感染し  
た2匹のアカゲザルの血液を輸血し、ウイルス感染および持続、抗体反  
応、臨床的変化をモニターした。接種後1年目の祐乗から、全血でSFV  
が伝播することがあることが示された。  

出典   

JM8dPrimさtO1  

2005；34（Sl）：333  

感染症拝唱   

ウイルス感染  

‾  
王領言草ラフ己盲南面種別苛っ垂盲て声講墓石お福豆神南盲板前亨高話  
によって、土壌がTSE蓄積体として提供される可能性を調べた。その縮  
果、2種類の粘土ミネラル、石英およぴ4種類の全土壌サンプルに  
PrPSGが吸着し、感染性も維持されることが明らかとなった。我々の研  
究緒果は、土壌環境に入ったPrPSGは生l如こ利用できる形態で維持さ  
れ、プリオン病の動物感染を永続させるとともに、他の種をこの感染性  
病原体に鳴禽させる可能性があることを示している。  

異型クロイツ  PLcSPathく）genB  
200¢；2：e3之  

フェルトヤコブ 病  

■■■■■■■■l1－■－－■●●－■■－－■■一一－■■＝■■一■－■■－－－－－－－－－■一－－■－一－■－t■－■●一…t一■●ll■■●■■－■■  

1996年から柑99年に、手術時に20－29歳であった患者から得られた虫  
垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリオンに陽性染色であった3  
例（虫垂）について、プリオン蛋白の遺伝子型分析を行った。3検体中2  
例で分析が可能であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子（PRNP）コドン129  
のバリンがホモ接合体であった。今まで嗣べられたvCJD患者は、メチ  
オニン／バリンのヘテロである医原性の1例を除いて全て、PRNPのコド  
ン129がメチオニンのホモ接合体サブグループであり、バリンホモ持合  
体サブグループがvCJDに対して感受性があることが初めて示された。  
この遺伝子型のvCJD感染者は長い潜伏期間を有している可能性があ  

り、この間に水平感染が供血または無症候期の感染者に使用された汚  
染手術用具のいずれかから起きる可能性がある。   

異型クロイツ  BMJOn＝ne  
doi：10．1138／bn再．3  

8804．511644．55  

フェルトヤコブ  
病  
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概要   

マウスPrP遺伝子の置換によってヒトまたはウシのコドン129遺伝子型  

出典   

LanGetNeur01 2006；5：393－398  （MM、MV、∨∨）のPrP蛋白を発現するマウスを作製し、BSE又はvCJDを し 
棲種、疾患の臨床的及び病理学的な徴候を評価した。その縮黒、  
BSEはウシの系には感染したが、ヒトの系には感染しなかった。対照的  
に、VCJDはヒトの3つの系全てに感染したが、各々の遺伝空で病理学  
的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率が高く、病理学的特徴お  
よび臨床症状が早く発現した‥Wは感染効率が最も低く、発現までの  
期間が長かった。BSEからヒトヘの感染は種の垂の存在によって制限  
を受けているが、VCJDのヒトからヒトヘの感染は実質的に壁が低くなっ  
ているように思われる。さらに、コドン129の遺伝型に関係なく、輸血のよ  
うなルートによって、VCJロの2次感染が起こりやすい可能性がある。潜  
伏期聞の長い疾患はこれらのモデルによって予測ができ、疾患の伝播  
拡大の危険性や有意な公衆衛生上の開場を示すであろう。  

フェルトヤコブ 病  

E型肝炎  肝臓200¢；  

47（Supplomentl）：  A188  けるHEV抗体の陽性頻度を調査した。その鰯果、胴査した血友病患者  80例の内の13例（用．鍋）がH【∨抗体陽性であった。過去の研究では日  
本人の供血者におけるHEV抗体の陽性卒は3．7％、透析患者で9朋と報  
告されており、血友病患者におけるHEV血液感農の可能性が示唆され  
た。また、他のウイルスマーカーの陽性串については、HEV抗体順位例  
と位性例では善は見られなかったが、年齢が高い方がHEV抗体陽性例  
の割合が高く、血液乳紺こよるHEV伝挿の時期を示唆する結果が得ら  
れた。  

E型肝炎  日本輸血学会誌  
2008；52：231  

北濱遠地屈において試験研餞的に献血時にHEV関連問診を追加する  

とともに、HEVNATスケ）－ニングを実施し、陶砂の有効性とHEV感染  
の実態を調査した。結果は、H∈∨問診lこ眩当したのは765名（0．3％）で、  
その内の1名（0．1％）IこHEVRN＾が放められた。HEVNATスクリーニング  
犠牲者は20名（HEV問診該当者1名を含む）で、瞞性卒は1／11．090で  
あった。陽性層の多くはALT億が正常でHEV抗体は陰性であった。道内  
の献血者のHEV RNA陽性率は予想以上に高い。HEV問診や抗体スク  
リーニングはHEVRNA陽性者の排徐には有効ではない。   
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感染症髄哨   

兵型クロイツ  

出典  概要   

1996年7月から2004年6月までに11人のクールー病患者を確認したが、  Lancet2006：367：  

2068－2074  フェルトヤコブ  
病  

全点がSouthForeに住んでいた。患者は全員、1950年代後半に女人習  
慣が中止される前lこ生れていた。推定された潜伏期間は、最小で34年  
から41年の範囲であったが、男性における潜伏期間は39年から粥年の  
範囲と考えられ、更に最長で7年長かった可能性もある。プリオン遺伝  
子の分析によって、殆どのクールー病の患者は、潜伏期聞の延長とプ  
リオン病への耐性に関係する遺伝子型であるコドン129がヘテロ接合体  

であることが明らかとなった。ヒトのプリオンに感染した場合の潜伏期間  
は、50年を超える可能性がある。  

デンカ生 研  
発疹チフスワクチン  

卵黄嚢  
ニワトリの 受精卵  

により記  
製造中止  載なし  

製造工程  日本臨床 2005；  
63（12）：2108－  2112  

群がぢ斉藤蔚‡茄i試巧才応茄苅ま蘭暫蔀櫛斬涌緬  
概しており、ヒトヘ順化していない段階で50％以上の致死率を示す。また  
岡ウイルスに2ケ所のアミノ酸変異を導入するだけでヒト型受容体への  

親和性を獲得する。  

200（‡／08／03  

日本臨床2005：  
83（12）：2103－  2107  

2003年12月から2005年5月に、トリインフルエンザA／H5Nlウイルスは  
ベトナム、タイ、カンボジアで100人に感染し、54人が死亡した。大部分  
はトリからの感染であるが、ヒトヒト感染も報告されている。サーベイラ  
ンス網構築、ワクチン開発、抗ウイルス剤備蓄などが必要である。  

侵襲と免疫2005；  
川（4）：105－110  

トリインフルエンザに関する総輪。トリインフルエンザウイルスの構造、  
疫学、病原性、ヒトヘの感染性、診断法、防疫法について述べている。  

第21回日本環境  
感染学会学術集  
会 2008年2月24  
－25日  

茨城県のトリインフルエンザに対する取り組みについて報告した。8月  
28日、水海道市の養絶唱でH5N2亜型のA型インフルエンザ感染が確  
認され、翌27日に対策本部を設置し、鵜の殺処分を決定した。県保健  
衛生部では発生養鶏場の従業員と家族の健康調査、殺処分等防疫措  
置作薫育の健康桐査を行った。   
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報告者名  中外製薬  
ー放名   

ストレプトコックス■ピオゲネス  
（A群3型）Su株ペニシリン処  
理凍結乾燥粉末  

原材料名  ウシ乳  原産薗  米国  含有区分  製造工程  
出典   

ProMED－mai1  
20060607．1588  

機哀   

2005年にTex8Sで、また2006年にAlabamaで発見されたBSE偶性ウシ  スキムミルク  2006／08／15  

は、フランスで見られるBSE異型株と同一であることをフランスの研究者  
が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら2頭の8SEはヨーロッパ  
の少数例に見られる椰な株であることを旺めた。USDAはそれまで詳細  
を明らかにすることを拒否してきた。USDAは、このことにより米国でこれ  
まで実施されているサーベイランス、疾病対策、公衆衛生対策が変更さ  
れることはないと述べている。  

中外製薬  

中外製薬  

エポエチンベータ（遺伝子細  

換え）   

ストレプトコックス・ピオゲネス  
（A群3型）Su株ペニシリン処  

理凍結乾燥粉末  

ヒトインスリ  
ン（遺伝子組  

換え）  

ストレプトコッ  
クス・ピオゲ  
ネス（A群3  

型）Su株ペ  

ニシリン処理  
凍結乾燥粉  

ウシ血清ア  
ルブミン  
（BSA）  

ブタ膵臓  

溶連菌抽出  

物注射用  

米国、カナ ダ  2006／08／15  

2008／08／15  

中外製薬  
エポエチン ベータ（遺伝子組  

換え）  

ウシ血液  
米国、カナ ダ  製造工程  2005年にTexasで、また2006年にAlabamaで発見されたBSE陽性ウシ  2006／08／15  ProMED－mai1  

20080607．1588  は、フランスで見られるBSE異型株と同一であることをフランスの研究者  
が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら2頒のBSEはヨーロッパ  
の少数例に見られる捕な株であることを放めた。USDAはそれまで詳細  
を明らかにすることを拒否してきた。USDAは、このことにより米国でこれ  
まで実施されているサーベイランス、疾病対策、公衆衛生対策が変更さ  
れることはないと述べている。  

中外製薬  天盲竜罰石；ラ天：百折ヂ有え  
（A群3型）Su株ペニシリン処  

理凍結乾燥粉末  
ペプトンN粉 末  

ウシ乳  製造工程  扁‾  粛‾‾  
‾‾  

…る諒萄≡蔦芯菰「蔚前号r詣芯蒜；芋蔓寛諦蕎前∈庵複号ち  2006／08／15  lBSE 
＿ユ■ ジーランド  

ProMED－mait  

20060607．1588  は、フランスで見られるBSE異型株と同一であることをフランスの研究者  
が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら2謂のBSEはヨーロッパ  
の少数例に見られる椰な株であることを認めた。USDAはそれまで詳細  
を明らかにすることを植否してきた。USDAは、このことにより米国でこれ  
まで実施されているサーベイランス、疾病対策、公衆衛生対策が変更さ  
れることはないと述べている。  

2006／08／15  
中外製薬  

ストレプトコックス・ピオゲネス  
（A群3型）Su棟ペニシリン処  

理凍結乾燥粉末  

牛肉  
ウシ骨格筋  オーストラ  

リア  
製造工程   扁‾  斎…   2005年にTexa8で、また2006年にAlabamaで発見された8SE喘性ウシ  B＄E  ProMED－ma‖  

200＄0607．1588  は、フランスで見られるBSE異型株と同一であることをフランスの研究者  
が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら之預のBSEはヨーロッパ  
の少数例に見られる稀な株であることを認めた。USDAはそれまで詳細  
を明らかにすることを拒否してきた。USDAは、このことにより米国でこれ  
まで実施されているサーベイランス、疾病対策、公衆衛生対策が変更さ  
れることはないと述べている。   
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薇婁   
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2005年にTexasで、また200¢年にAlabamaで発見されたBSE陽性ウシ  

出典   

ProMED－mait  
20060807．1588  

含有区分  製造工程  
｝姓名   

ストレプトコックス・ピオゲネス  
（A群3型）Su株ペニシリン処  
理凍緒乾燥粉末  

原材料名   

ウシ：心臓、  

骨格筋、骨  
髄、脂肪組  
織、縮合組  
織、乳  
ブタ：心臓、  

膵臓、胃  

原産曳   

ウシ：米  

国、オー  
ストラリ  
ア、ニュー  

ジランド  
ブタ：米  

国、イタリ  
ア、カナダ  

綴貴著名  中外製薬  200¢／08／15  

は、フランスで見られるBSE異型株と同一であることをフランスの研究者  
が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら2預のBSEはヨーロッパ  
の少数例に見られる稀な株であることを放めた。USDAはそれまで詳細  
を明らかにすることを拒否してきた。USDAは、このことにより米国でこれ  
まで実施されているサーベイランス、疾病対策、公衆衛生対策が変更さ  
れることはないと述べている。  

2008年4月13日、カナダ食品検査庁（CFIA）はカナダのウシにおける5  
例目のBSE症例について発表した。この発見により、カナダにおけるヒト  
の健康に対する新たなリスクはもたらされていない。VCJDに関するQ＆  
Aとして．ヒトの健康に対するリスクとは？、将来的にカナダにおいて  
vcJD症例は発生するか？、マウスの臓器内でプリオンが確認された最  
近の研究がヒトの健康に関して意味するものは？などが記載されてい  

る。  

カナダPub馳  
Hea肘1Agen（；yOf  
Canada2006年4  
月13日  

日本生物 製剤  
ヒト胎盤抽出物  ヒト胎盤抽出 物  

ヒト胎盤  
日本  有効成分  2006／08／16  

カナダPublic  
HealthAgencyof  
C訓1a由2006年1  
月20日  

1 に関連して少なくとも1人の死亡例、  カナダNun8V止保健局は、HTLV－   
ならびに20人未満の感染例を報告した。本報告に対応して，Nunavut保  
健当局および社会サービスは妊婦およぴ一般集団に対し、検査の提供  
を10月に開始した。2005年12月7日現在．300人が検査を受けたが．感  
染者およぴHTLV－1関連死亡者の正確な敢は公表されていない。カナ  
ダ血液サービスは1990年以降，献血血液のHTLV－1スクリーニングを  
行っている机年間80万供血あたり平均10－12件が陽性である。  
Nunavutで15例が感染したとしても、人口29000人中、感染率は0．05％  

である。  

異型クロイツ  英国で、献血の20ケ月後にvCJDを発症したドナーからの血清（赤血坪）  
を輸血された患者が、8年後にvCJDと診断された。これは英国において  
輸血伝播によると思われるvCJD感染の3症例自である。   

ブ  

フェルト・ヤコ 病  
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概要   

一■■－■－－1－■■■■■●■－一一■■●■■■■■■l■■－－■■■■■■－－■■－■■－■■▲■■■－●■■■■■－■■・－■－■■－■・●■■■■■■■－■■一一t■■■■－■－■■■1■■ Zagrebから当地に届いた報告によれば．クロアチア政府は2月16日，国  

内初となるBSE症例を確認したと明らかにした。クロアチア国営テレビ  
は．診断確雇のため．問題の5才令のウシの脳検体が．英国の  
Weybridge研究所に送られたと報じた。  

感桑症雄耶  異型クロイツ  
フェルトヤコブ 病  

C型肝炎  英国保健省  
Pres＄releases  
2006／00782006  
年2月27日  

頭重吉武砧藩抗モ輌讃指ざ読房吉だ感染C左前≡蘭㌢  
るレビューが発表された。このレビューは1973年から柑91年の文書に  
焦点を当て、実施された重要な決定の分析を行っている。C型肝炎が重  
篤な結果もたらすことは柑89年に明らかとなり、1991年には信頼できる  
試験法が開発された。血液製剤の自給ができていたとしても、C型肝炎  
の感染から血友病患者を防げたわけではないことなどが記載されてい  
る。  

1970年代から1980年代初頭にかけて、汚染された血液を介してC型肝  
炎およぴHIVに患者がどのように感染したかに関するレビューが発表さ  
れた。このレビューは1973年から1991年の文書に焦点を当て、実施さ  
れた重要な決定の分析を行っている。  

英国保健省  
Press releases 
2006／00762006  
年2月27日  

スウェーデンで狂牛病第1例（12才乳牛）が発見された。妊娠後期に起  
立不能症になり，治療に反応しなかったため殺処分された。迅速膨傭  
の結果、BSE喘性であり、次いでスウェーデン国立獣医学研究所でウェ  
スタンプロット法と免疫組織化学染色を行ったところ、いずれも陽性で  
あった。確随のために検体を英国に送ったが．招集はやはり陽性で  
あった。  

ProMED20060307  －0020  

FDAは，BioMedicatTis＄ueServices（BTS）により回収されたヒト組織に  
関する情報の更新を医療関係者に通知した。FDAのドナー適格要件に  
適合していない可能性があったり、感染症について適切なスケノーニン  
グをされなかったおそれのあるヒト由来の骨．皮膚．腱を含む組織は  
BTSにより回収された。8TSドナーから加エされた組織インプラントを受  
けた患者には感染症伝播のリスクがあることを知らせ、検査を受けるよ  
うに伝えることを医療関係者に強く求めた。   

感染  FDAPubliG Hea肘1  

Not摘¢ation200¢  

年3月2日  
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概要   

ウェスタンプロット法により米国アラバマのウシが狂牛病であったことが  
明らかとなった。ウシはSantaGertrudi8種の10才を超えるウシで．1的7  
年の肉骨粉扁止前に生まれたとみられる。獣医が最初に見たときにヘ  
ダノウシであったが．その後も改善しないため安楽死させ，検体を採取  
していた。CIifbrd獣医主任による狂牛病感染牛の発症，感染から検査  
料果確認までの経過報告。  

フェルトヤコブ 病  

異型クロイツ  ヤギおよぴウシのプリオン蛋白の発現を抑制することができる8hRNA  

を、レンチウイルスベクターを用いて、ヤギ線維芽細他にGFPと共発現  
させた。これらの細胞を用いて核移植を行い、クローンヤギ胎仔を作成  

ProcNatlA（泊d  

Sd USA200¢；  

103：さ285－5200  フェルトヤコブ 病  
した。クローン胎仔では検査した全ての組織でGFPを発現し、PCRでPrP  
shRNAをエンコードする遺伝子の存在が確認された。脳組織をウエスタ  
ンプロットしたところ、対照胎仔に比べ90％以上のP揮発現減少を示し  
た。ウシの卵の卵黄周囲に組み換えウイルスを注射し、invi廿○で受精  
させ、培養したところ、78鶉の胚細胞がGFPを発現し、什P標的尋hRNAの  
発現を示唆した。この方法は耐病性のある遺伝子組み換え家畜を作り  
出すのに有用である。  

異型クロイツ  2005年2月に日本ではじめて報告された変異型クロイツフェルト・ヤコブ  ProMED20080405  
ブ  

フェルト・ヤコ 病  
病（vCJD）の患者は51才の男性で、1990年BSEの流行中の英国で約糾  
日を過ごした。彼lま坊間中に機械処理で回収した肉を食べたことが判っ  
ており．フランスなど他のヨーロッパの滞在国あるいは日本での暴露の  
可能性は否定できないが．英国訪問時がもっとも疑われている。美園  
での暴露が感染の原因だとすれば，潜伏期開は11年半であったことに  
なる。発症から19カ月彼の脳波（EEG）は，周期性同期性放電（po血diG  
synchroncusdjscharge＄：PSD）を示さなかった。しかし30カ月以降では  
岡／くターンが出現した。これまでには．vCJD患者のEEGでのPSD所見  
についての報告はなかった。   
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感染症拝唱   

異型タロイツ  

概要   

輸血でだれもがvcJDに感染する可能性がある。しかし遺伝子によって  
どんな症状が出るかが決定される可能性がある。これまでのところ．ヒト  
vcJD患者の全例が．ある特定の遺伝的プロフィールを持つ者であっ  
た。しかし．国家CJD監視部局と動物保健施設の研究者らのマウス実  
験によると．他の遺伝子型の青も危険があることが示唆される。LanGet  
Neur010訂によると潜伏期が一部の看で長くなる可能性がある。これま  
でに英国で181例，フランスで18例，世界の他の国で12例のvCJD患者  
が報告されているがほとんどが英国出身者である。現在のところヒト  
が．輸血などの経路でどのくらいvCJDに感染しやすいかは明確でな  
い。  

フェルト・ヤコブ 病  

A型肝炎  オークランド地区公衆衛生局（ARPHS）とニュージーランド保健省は．  
オークランド地区のA型肝炎集団発生の調査中であり．2006年1月15日  
から4月7日までの間に29人の患者を確認した。患者には．潜伏期間内  
のトンガ（13人）とサモアく9人）への渡航歴もしくは最近海外旅行から帰  

国した人との濃厚な接触が共通項として認められた。  

ProMED20060408 －0040  

カナダC8nadねn  
F00dlnspection  
Agency2006年4  
月13日、用日  

2008年4月13日、カナダ良品検査庁（CF肌）はBrjti8hCo山mbねの8SE疑  

いウシの確認検査を実施していることを公表した。このウシはカナダ国  
内BSEサーベイランスプログラムによりFra8erV8帖y農場で確認された8  

歳の牡牛である。州による初期スクリーニング検査後、更なる分析のた  
めにWinnip¢gのForeignAnimalDis8aSeの国立センターに送付された。4  
月16日、最終的な検査の結果、このウシがBSEであることが確定したと  
発表した。  

2008年4月24日、エストニア農業省は．帝殺場での定期検査（簡熟迅速  
検査）により．死亡した11才令の乳牛のBSE感染を確認したと発表した。  
もし診断が確定されれば．今回の症例は同国で初のBSE症例となる。  
農菓省広報部は，問題のウシはエストニア南東部にあるJogev8m拍都  
の牧場で飼眉されていたと発表した。   
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アイオワ州では2005年12月以来、おたふくかぜが大流行中で、200¢年  
4月20日時点で、疑い例も含め、1000例以上がアイオワ公衆衛生部に  
報告されている。おたふくかぜの輸血による伝播に関する現在の知見  
に基づき、AABBの輸血伝播病毒眉会およぴFDAは、血液収集施設が  
行うべき予防的アプローチを承隠した。勧告として、ドナーの暫定的延  
期基準、さらに加エされる血紫は血渠由来製品の製造に用いるウイル  
ス不活性化処理では確実にウイルスを不活性化しなくてはならないこと  
から、これらの勧告による影響を受けないことなどについて記載されて  
いる。  

出典  

AA日BAssoGiation  

Bu＝モtin＃061川  

2008年4月2¢日  

異型クロイツ  
柑70年～之003年にと卜硬膜に開運したGJD7例が美匡lで確認された○亨  

術後発病までの期間は平均的ケ月（45～177ケ月）であった。さらに、世  
界で初めて、ブタ硬膜片レシービエントでCJDl例を確認した。これらの  
症例の臨床的、病理学朋特鰍こついて述べている。  ブ  

J Neurol 

Nour耶Wg  

P8y¢hiatけ2006：  

000：1－3  

フェルトヤコ 病  
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2004年1月から、タイでは22名のヒトがトリインフルエンザAウイルス  
（H5Nl）に感染し、内14名が死亡した。2005年＝月28日に発症し、12月  
7日に死亡した患者（5脆少年）の死亡当日の血液検体から生きたH5Nl  

ウイルスが確儒された。ヒトの血清または血紫中に生きたインフルエン  
ザウイルスが観察されることは稚であるが、最近ではベトナムでも報告  
されており、患者の血液検体を取り扱う際にはウイルスの拡大を防ぐた  
めの厳重な注意が必要である。   
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